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「
公
設
戸
河
内
町
消
防
組
第

貳
部
婦
人
後
援
會
發
會
式 

昭

和
十
三
年
九
月
二
十
七
日
」
と

あ
る
。
一
九
三
八
年
、
日
中
戦
争

が
勃
発
し
た
翌
年
の
三
段
峡
正

面
口
で
あ
る
。 

 

奥
が
峡
谷
入
口
、
右
に
前
回 

 

      
っ
た
り
す
る 

     

会
議
に
は
今
年
加
入
し
て
自

然
塾
の
講
師
を
務
め
る
広
島
市

内
の
高
校
生
の
山
口
結
雅
君
と

中
学
生
の
大
橋
瑞
さ
ん
、
自
然

塾
を
経
験
し
、
講
師
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
小
学
生
の
森
本
悠
太
郎

君
と
坂
手
瑠
愛
さ
ん
の
四
人
が

新
た
に
加
わ
り
、
こ
れ
ま
で
で

最
多
の
出
席
者
に
な
っ
た
。 

 

午
前
中
の
会
議
は
打
ち
解
け

る
時
間
に
あ
て
ら
れ
、
自
己
紹

介
の
後
、
自
然
を
学
ぶ
カ
ル
タ

で
遊
ん
だ
り
、
昼
食
を
買
い
出 

     

し
に
行
っ
た
り
し
て
、
和
や
か

な
雰
囲
気
に
な
っ
た
。 

 
 

 

午
後
か
ら
は
四
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
四
季
ご
と
の
講
座
内

容
を
話
し
合
い
、
星
座
観
察
や

女
王
ア
リ
探
し
な
ど
新
企
画
の 

 
 

    

さ
ん
け
ん
ス
タ
ッ
フ
の
研
修

会
と
し
て
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

勉
強
会
が
二
月
十
三
日
、
出
版

社
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
の
親
子

Ａ
Ｉ
教
室
で
講
師
を
務
め
て
い

る
森
本
真
理
子
さ
ん
を
招
い
て

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
で
開
か
れ
た
。 

受
講
し
た
本
宮
炎
理
事
長
ら 

三
人
は
、
最
先
端
技
術
と
あ
っ 

 
 

   

紹
介
し
た
羽
田
ホ
テ
ル
、
そ
の

手
前
に
は
右
か
ら
横
書
き
さ
れ

た
「
腰
掛
け
茶
や
」
の
看
板
が

見
え
る
。
左
に
は
「
写
真
」
と

「
た
ば
こ
」
の
看
板
が
か
か
る

商
店
が
あ
る
。
鉢
巻
き
、
地
下

足
袋
、
割
烹
着
姿
の
女
性
の
い

で
た
ち
が
戦
時
色
を
映
す
。 

 

消
防
組
と
は
地
域
の
消
防
団 

ア
イ
デ
ア
が
次
々
出
さ
れ
た
。

小
学
生
も
積
極
的
に
発
言
し
、

講
師
陣
は
期
待
を
寄
せ
て
い

た
。
四
回
実
施
す
る
自
然
塾
の

年
間
テ
ー
マ
は
今
後
決
め
る
。 

 

 

塾
を
立
ち
上
げ
た
メ
ン
バ
ー

の
一
人
で
今
春
、
進
学
の
た
め

広
島
を
離
れ
る
石
田
悠
侑
君
も

出
席
し
、
「
帰
ら
れ
る
と
き
に

は
、
手
伝
い
た
い
」
と
後
輩
達
へ

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。 

 

  
 

  
 
 

 

て
緊
張
気
味
だ
っ
た
が
、
森
本

さ
ん
は
「
手
で
打
ち
込
む
よ
り
、

友
達
に
話
し
か
け
る
よ
う
に
す

る
と
精
度
が
上
が
る
」「
分
か
ら

な
い
と
き
は
Ａ
Ｉ
に
聞
く
の
が

一
番
」
な
ど
と
活
用
の
コ
ツ
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
一
つ
の
ツ

ー
ル
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
長
所
に
適
し
た
Ａ
Ｉ 

 
 

   

だ
が
、
戦
時
下
に
な
っ
て
警
察

の
補
助
機
関
と
し
て
空
襲
時
の

消
火
、
救
護
、
避
難
誘
導
な
ど
を

担
う
地
域
防
衛
組
織
と
な
っ

た
。
婦
人
後
援
会
は
そ
の
後
方

支
援
を
受
け
持
っ
た
。 

 

戦
後
、
三
段
峡
観
光
は
復
活

し
、
高
度
成
長
期
に
は
団
体
の

旅
行
先
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
か 

 

     

さ
ん
け
ん
が
今
年
七
月
に
設

立
十
周
年
を
迎
え
る
の
を
機
に

二
月
三
日
、
役
員
ら
七
人
が
出

席
し
て
理
念
を
再
定
義
す
る
会

議
が
広
島
市
中
区
の
Ｅ
Ｐ
Ｏ
ち

ゅ
う
ご
く
で
開
か
れ
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返 

 

を
使
い
分
け
る
大
切
さ
も
指
導

し
た
。
実
技
で
は
、
似
顔
絵
や

漫
画
の
制
作
、
事
務
作
業
の
軽

減
、
動
画
作
成
な
ど
、
Ａ
Ｉ
で

負
担
を
解
消
す
る
具
体
的
な
手

法
を
体
験
し
た
。 

 

成
果
は
す
で
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投

稿
や
助
成
金
申
請
の
準
備
に
生

か
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
煩
雑

な
事
務
作
業
の
効
率
化
な
ど
に

Ａ
Ｉ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

運
営
を
充
実
さ
せ
る
。 

    

ら
半
世
紀
、
来
峡
者
は
漸
減
し

て
い
る
。
が
、
熊
南
峰
ら
初
期

開
発
者
た
ち
が
望
ん
だ
自
然
の

尊
さ
、
日
本
的
な
美
、
清
麗
な

精
神
の
投
影
を
求
め
る
国
内
外

か
ら
の
来
訪
者
は
増
え
て
い
る

と
感
じ
る
。
さ
ん
け
ん
の
活
動

が
今
後
一
層
、
価
値
を
持
つ
と

信
じ
て
い
る
。 

（
松
尾
俊
孝
） 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

    

り
、
さ
ん
け
ん
の
強
み
や
成
果

な
ど
に
つ
い
て
事
前
に
集
約
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
議
論 

     

安
芸
太
田
町
議
会
広
報
広
聴

特
別
委
員
会
と
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
意
見
交
換
会
が
二
月
二

十
六
日
、
井
上
嵩
裕
隊
員
ら
五

人
が
出
席
し
て
役
場
で
開
か
れ

た
。
隊
員
が
担
当
す
る
活
動
を

報
告
し
、
任
期
後
の
自
立
や
住

居
確
保
の
難
し
さ
を
訴
え
、
支

援
を
要
望
し
た
。
議
員
側
は
情

報
共
有
と
一
般
質
問
な
ど
で
支

援
策
を
質
す
考
え
を
示
し
た
。 

 

を
深
め
た
。
理
念
の
基
礎
に
し

て
い
る
の
は
二
〇
一
七
年
に
制

定
さ
れ
た
三
段
峡
憲
章
で
、
新

た
に
「
人
々
の
有
機
的
な
ハ
ブ

に
な
り
、
三
段
峡
の
本
質
的
な

価
値
を
調
べ
、
伝
え
、
次
の
世
代

へ
つ
な
げ
て
い
く
」
を
加
え
た
。 

     

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど

を
展
示
し
て
い
る
三
重
県
名
張

市
の
赤
目
滝
水
族
館
を
二
月
二

十
五
日
、
本
宮
炎
理
事
長
ら
二

人
が
視
察
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
が

地
域
で
生
物
を
採
集
・
展
示
す

る
の
が
特
徴
で
、
オ
オ
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
の
保
護
と
情
報
発
信

は
三
段
峡
と
共
通
の
課
題
で
あ

り
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
仕
組
み

づ
く
り
の
参
考
に
な
っ
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

島
三
段
峡
図
鑑
」
を
作
成
し
た
功

績
は
大
き
い
。
現
在
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
「take_namba

」
を
発
信

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に

期
待
す
る
。 

      

植物部に欠かせぬ存在      
山﨑雄二さん 

        呉市在住の 70 歳代。話題が植

物になると表情が和らぐ。芸北

へは行っていたが、なぜか三段

峡は避けていたという。植物仲 

間にさんけんを紹介されて縁が結ばれた。 

ＬＯＵＰＥの改装時には、テイクアウト窓口 

の足場や暖簾台の造作を一手に引き受けるなど

ＤＩＹの主力でもある。植物を種から育てる達

人で、丹精込めたイワタバコの苗をＬＯＵＰＥ

へ届けている。「花の数が多く、新しい発見があ

るのが三段峡の魅力」と語る。100 年先も今のま

まであってほしいと願う。さんけん植物部の立

ち上げメンバーの一人。植物と仲間が待つ三段

峡へ一般道を片道３時間かけて通う。 （炎） 

 

 

この人 
人 

▼
い
き
も
の
写
真 

さ
ん
け
ん
新
聞 

広
大
さ
ん
け
ん
部
で
活
動
し

た
大
本
武
部
長
と
南
葉
錬
志
郎

さ
ん
が
、
三
段
峡
や
芸
北
で
撮
っ

た 

  

一口メモ 

た
「
ひ
ろ
し
ま 

い
き
も
の
写

真
展
」
が
二
月
、
東
広
島
市
立
美

術
館
で
開
か
れ
た
。
二
人
が
這

い
つ
く
ば
っ
て
撮
影
し
て
い
た

姿
が
思
い
出
さ
れ
る
。「
原
色
広 

  

鉢
巻
き
姿
の
女
性 
正
面
口
に
も
戦
時
色  

（４０） 

星
座
観
察
や
女
王
ア
リ
探
し 

 
小
中
高
生
九
人 

多
彩
な
ア
イ
デ
ア
次
々 

  

さ
ん
け
ん
自
然
塾
の
来
年
度
の
企
画
会
議
が
二

月
二
十
二
日
、
広
島
市
中
区
の
広
島
市
青
少
年
市

民
セ
ン
タ
ー
に
、
小
中
高
生
九
人
が
集
ま
っ
て
開

か
れ
た
。
講
座
内
容
の
話
し
合
い
で
は
子
供
達
の

視
点
で
活
発
な
意
見
や
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
。 

    

 

 

 

     写真 

ハ
ブ
に
な
り 

価
値
を
次
世
代
へ 

さ
ん
け
ん
設
立
十
周
年 

理
念
再
定
義 

Ａ
Ｉ
を
運
営
に
積
極
活
用 

ス
タ
ッ
フ
研
修
会 

最
先
端
技
術
学
ぶ 

さんけん自然塾 
企 画 会 議 

赤
目
滝
水
族
館
を
視
察 

地
域
で
採
集
し
展
示 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員 

町
議
と
意
見
交
換 

自然塾の来年度企画を話し合う小中高生 


